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　21 世紀型スキルを学校での客観テスト（ペーパーテスト

など）だけで評価することはできません。客観テストは、どれ

ほど知識を身に付けたかを測定することには向いています

が、21世紀型スキルのように、「身に付けた知識をいかに活

用し問題を解決していくか」など、学習者の学習プロセスを

通したパフォーマンスを評価（アセスメント）することには

不向きです（図 1）。そこで、注目されているのが「e ポート

フォリオ」です。eポートフォリオは、学習プロセスを通した

“あらゆる学び”に関係する記録を電子的に蓄積したもので

あり、文書・画像・動画などを組み合わせた学習成果物や、

思考プロセスを外化（頭の中の考えを文字などで可視化）し

た記述データ、対話や観察の記録などのデータ、学習行動や

ICTの操作履歴等の学習ログなどがそれにあたります（詳し

くは、森本（2017）を参照のこと）。

図1　学習評価の氷山モデル ( 森本、2012)

　e ポートフォリオは、客観テストだけでは見えにくい、思考

力等の各種スキルや経験等を見える化できるため、学習者の

学習プロセスを通した学習成果や長期的な成長の評価（アセ

スメント）を可能にします。実際、オーストラリアのクイーン

ズランド州では、児童生徒の21世紀型スキルに対応する資

質・能力を評価するシステムの一つとして、各学校で学年ご

とに一定の評価基準で得点化されたポートフォリオが導入

されています。また、いくつかの国や州レベルでeポートフォ

リオを用いた評価を目指した取り組みが始まっています（三

宅ほか、2014）。

　日本では、教育の質を保証する取り組みの一環として、多

くの大学等の高等教育機関に e ポートフォリオが導入され

普及してきていますが、初等中等教育においては、まだこれ

からという段階です。しかし、2020年度に向けて、小・中・

高等学校では、一人一台のタブレット端末の整備が始まりつ

つあります。今後、学校や家庭、地域における情報通信ネット

ワークの整備とタブレット端末の普及により、場所や時間に

関係なく、すべての児童生徒が同様にタブレット端末を用い

て、あらゆる学びの記録を eポートフォリオとして日常的に

蓄積し活用することで、その学習評価も容易になるでしょ

う。一方、蓄積された e ポートフォリオは膨大なデータ量に

なりますが、それらを一挙に分析して、その結果を見える化

することで、児童生徒の学びを評価することも可能になって

いくでしょう。
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